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ま え が き 

 

障害者職業総合センターでは、わが国における職業リハビリテーションサービス機関の中核として、

職業リハビリテーションに関する調査・研究をはじめとして、さまざまな業務に取り組んでいます。 

この報告書は「ナチュラルサポート形成の過程と手法に関する研究」の結果を取りまとめるものです。

障害者の職場定着には、事業所内でのサポート（ナチュラルサポート）が重要だとされていますが、こ

の研究では、特にこのナチュラルサポートがスムーズに形成されなかった事例や形成された事例に焦点

を当て、どのようにサポートが形成されていくのか詳細に分析し、またこれらの分析から職業リハビリ

テーションの実践にどのようなことが示唆されるのかを検討しました。 

この研究の取りまとめに際しては、多くの方から多大なご協力を賜りました。ここに厚く御礼申し上

げます。本報告書が関係者の方々の参考となり、障害者の職場定着の一助となれば幸いです。 
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